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本研究では、PCBの骨代謝に対する作用を調べるため、in vivo及びin vitroの実験を行った。 
 
【実験方法】 
実験材料として、淡水魚のキンギョ(Carassius auratus)を用いてin vivo及びin vitroの実験を行った。
PCB-118（Figure 1）をDMSOに溶解して10 ppmのPCB-118溶液を作成した。キンギョを麻酔して、イ





た。採取したウロコの破骨細胞活性（TRAP活性）及び骨芽細胞活性（ALP活性）をSuzuki et al 















以上のことから、in vivo においてもin vitroにおいても、PCB-118は破骨細胞の活性を上昇すること
が判明し、さらに血液中のCa濃度を上昇させた。したがって、PCB-118は魚の骨代謝を攪乱している
可能性が高く、今後遺伝子レベルで詳細に解析する予定である。 
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